
金沢市観光課主催「観光バリアフリー勉強会」も５年目とな

りました。今回はトランスジェンダーの３人組、ミュータン

トウェーブに「世界一なんでも聞いていいジェンダーの話」

と題しご登壇頂きました。多くの質問が飛び交い多様性を身

近に考えられる、有意義な時間になりました。 

１年目は観光防災「逃げバリ」、２年目は「バリアフリーの宿つくり」、３年目は「コロナ後の宿

泊業界の在り方」、４年目は「世界共通のバリアフリー」について学習してきました。 

インフルエンサーのお二人に、キモノー

ルを着て観光していただきました！  
きものサロン金沢紅屋と共同開発。本格

的な振袖を快適に！笑顔がこぼれます。 

東京有楽町でのパレード！多くの参加者

にキモノールを着ていただきました。 

中能登町・和倉温泉でモニターツアー・

ワークショップで多様性の意見交換。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回 バリアフリー勉強会！！ 

私たちは一人でも多くの方が 

           行きたいところへ行ける様に情報発信いたします。 

行きたいところに、 

             行けたらいいな! 
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キモノール！ 5 分で着ることが出来ました！ 

多様性能登旅 11/19.20 

FAM ツアー 10/11 振袖もキモノールで進化 11/7 

E＆J フェス 11/11 
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約３万点の支援物資が皆さまから寄せられ、 

２市３町の６２施設に計１４７回 

お届けさせていただきました！ 

 

 

希望の輪：緊急支援と連携の力 

大きなご支援をありがとうございました。 緊急支援活動 

令和６年１月の能登半島地震において早急なご支援を賜り、心より感謝申し上げま

す。皆様からの温かいご支援が大きな力となり、被災地に向けた支援活動が可能とな

り、緊急を要する被災地の方々にとっても大変心強く、大きな励ましとなりました。

お陰様で３月中頃より、センターの活動も通常営業に戻りつつあります。応援いただ

きました皆様に改めて御礼申し上げます。 

昼夜を問わず余震が続いた 1月４日、時間とともに見えてくる被害

はあまりにも大きく単独では何も出来ないと日本ＵＴネットワーク、

日本ＢＦ推進機構に緊急支援を依頼。同夕方（一社）障害攻略課から、

物資支援プラットフォーム「届け.jp」立ち上げの相談、どこで、何が、

どれだけ必要なのか、早速奥能登の市町との連携。１１７施設に直接

電話で聞き取り、１月１０日、全国に向けて発信できました。Amazon

の欲しいものリストを経由し、各地から続々届く物資や全国のサポー

トセンターから届く物資をひたすら仕分けし、１３日から配送が始まり

ました。支援物資は毎日３トン車３台分、滞ることなく 1月 31日まで

被災地の障害者・高齢者施設や個人に直接届けることが出来ました。

被災者からは紙面に入りきらないほどの気持ちを書き込んだ心の声

メールがたくさん届きました。 

 

人と人が心を寄せ合い、支え合う。皆様からの支援の輪、連携と信頼

の力が、奇跡とも思える大きな緊急支援活動に繋がりました。 

改めて心からの感謝と御礼を申し上げます。 

震災被害によるインフラ分断と雪 

悪路も超えて「届け.jp」！！ 

トラック積み込み 

仕分ける物資 

「能登の障害者・高齢者にまっすぐ支援を届けたい！」 

お届け 


